
小象の会 

 

車の運転と無自覚低血糖 

ときどき、低血糖による交通事故が報道されます。

血糖コントロールの難しい方は特に要注意です。 

 

１．無自覚低血糖の怖さ 

低血糖になると独特の不快な症状がでます。 

強い空腹感、冷や汗、動悸、手のふるえなどです。 

これらは血糖が下がったために交感神経が緊張し、

早く対応するよう知らせるサインです。この時ブド

ウ糖をとらず、さらに血糖値が下がると、異常な行

動をしたり、痙攣したり、意識を失ったりします。

こんな状態で車を運転していると大変です。 

無自覚低血糖とは、低血糖のサインに気づかず、対

応が取れないまま、いきなり意識障害をきたすほど

の重症低血糖になることを言います。糖尿病歴が長

く自律神経障害を合併している方、インスリン治療

中で血糖値のばらつきが大きく、低血糖を頻回に繰

り返している方に多く見られます。車の運転をする

際には、右の低

血糖７ヶ条を読

んで、事故を防

ぎましょう。過

信は禁物です。                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．糖尿病と運転免許 

2013 年 6月に成立した改正道路交通法では、車の運

転に支障を及ぼす可能性がある病気の患者（糖尿病

患者の低血糖も含まれる）が、運転免許証の取得や

更新時に虚偽申告をした場合の罰則規定が 新設さ

れました。低血糖で意識障害を来したことがあるの

に『なし』と申告した場合、1 年以下の懲役または

30 万円以下の罰金が科せられます。また、意識障害

などの重度の低血糖の前兆を自覚できず、自分自身

で血糖値をコントロールできずに、6 カ月以内にそ

の状態が改善される見込みがない場合、免許を取得

できなかったり取り消されたりすることがあります。

しかし、血糖の管理が上手にできて、低血糖を未然

に防ぐことができる方なら、運転することに問題は

ありません。詳しくは都道府県公安委員会の運転適

性相談窓口へ相談してください。 

３．低血糖の悪影響は他にも・・ 

低血糖になると交感神経の緊張による症状が起こり

ます。このとき狭心症や、不整脈など心臓の疾患に

も悪影響を与えることがあります。また認知症と頻

回の低血糖との関連も明らかとなっています。SU薬

やインスリンを使用中の方は、食事、運動療法をし

っかり行って、必要以上の薬を使わなくて済むよう

に心がけましょう。 そしてひとたび低血糖が起こ

ったら特に運転中は素早く対応しましょう。 

そして必ずなぜ起こったか振り返りをし、主治医と

一緒に予防法を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

内科 柳澤 山根 

糖尿病通信        

交通事故を起こさない 低血糖対策 7 ヵ条 

１．運転前と長い時間の運転時には、一定間隔で血

糖自己測定を行い、血糖値をチェックしましょう。  

２．運転するときは、血糖自己測定器と、ブドウ糖やそ

れに代わるものを、常に側に置いてください。  

３．低血糖のサインを感じたり、血糖自己測定を行い

血糖値が 70mg/dL 未満と低かった場合は、運転をや

めて、車を安全な場所にとめましょう  

４．低血糖を確かめたときには、吸収の速いブドウ糖

製剤や、ブドウ糖を多く含むジュースなど、血糖値を上

げやすい食品をとりましょう。ブドウ糖を含まず低カロ

リー甘味料を使用した清涼飲料などもあるので、あら

かじめ成分を確かめておきましょう。  

５．補食をしてから 15 分待ち、血糖値が目標値に達し

ていることを確認してから、運転を再開しましょう。  

６．もしもあなたが無自覚性低血糖症を経験している

のなら、運転をやめて、主治医に相談してください。 

７．患者によっては糖尿病網膜症により視力障害が起

きている場合があります。末梢神経障害によりアクセ

ルやブレーキのペダルの感じ方が弱まっている場合も

あります。早期に医師に相談しましょう。  

米国糖尿病学会 2013 年 1 月 
ブドウ糖は調剤薬局でもらえます。 

外出するときにも必ず持っていきましょう。 

水がなくても飲めるゼリー状のブドウ糖もあり、

意識がもうろうとしている患者さんにご家族が

飲ませる時などに便利です。 
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